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食の安全と安心フォーラムⅫ 
食のリスクの真実を議論する  
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日本全体の耕地面積 450万ha 

日本全体の耕地面積の４０倍 
世界全体の耕地面積の１３％ 
 

「GM危険論」の科学的根拠は？ 
 

１）米国は（モンサントは）信用できない 
米国は安価な農産物の販売で世界市場を支配する 
国家戦略。安価とは安全軽視。その一つがGM 
（鈴木宣弘東大教授） 

Q 科学的根拠があるのか？  
A 科学ではなく心情と信条による判断 

 

２）GM作物はがんの原因 
GMトウモロコシによりラットに腫瘍が発生（セラリーニ・カーン大教授の論文） 
 鈴木宣弘著『食の戦争−米国の罠に落ちる日本』で引用・GMは危険と断ずる 

Q 科学的な研究か？ A 結論は「不十分な科学」として論文撤回処分 
Q どのような科学なら「十分」なのか？ 誰がそれを決めるのか？ 

 

３）GMの安全性試験に欠陥がある 
GMの安全性試験には長期の臨床試験がない。セラリーニ教授はその実験
をやっているから評価できる。（テスタール仏国立医学研究所教授） 

Q GMの「安全の科学」は不十分なのか？ A 結論は十分機能している 
Q 再び、どのような科学なら「十分」なのか？  誰がそれを決めるのか？ 
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非科学は 
検証で発見 
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科学の段階と４つの科学 
 

疑問 
↓ 
仮説 
↓ 
実験・結論   → 仮説の放棄 
↓ 
論文投稿・ピアレビュー（査読） 
論文掲載 
裏付けがある仮説 
↓ 
検証 → 裏付けの否定 
↓          仮説の放棄 
裏付けの強化 
不確実性の減少 

未科学 

間違い科学 

正しい科学 
健全な科学 
Sound Science 

再現不能 

ニセ科学 

改変・ねつ造 

根拠不十分 
単なる仮説 

犯罪行為 
利益相反 

記録の 
重要性 

非科学排除を 
支えるのは 
システムと 
科学者倫理 

セラリーニ論文 

グリホサート耐性トウモロコシNK603とラウンドアップ除草剤を投与した

ラットの生涯にわたる慢性毒性試験で、死亡率の増加、乳がんの発生、
肝臓・腎臓などの臓器への毒性所見が増加した 
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試験の概要 

• 全10群、各群は、5週齢SDラット雌
雄各10匹、合計200匹 

• 対照群：無処理の水、NK603と遺伝
的に同等な非組換えトウモロコシ
33％を添加した飼料① 

• Ａ試験群：ラウンドアップを処理した
NK603を11％②、22％③、33％④
添加した飼料 

• Ｂ試験群：ラウンドアップを処理しな
いNK603を11％⑤、22％⑥、33％⑦
添加した飼料 

• Ｃ試験群：ラウンドアップを1.1ｘ10-

8%⑧、0.09%⑨、0.5%⑩添加した水 
• 2年間観察 

栄養価が異
なる可能性
大？ 

発がん性試
験では1群50
匹必要 

⑧と⑨は10万倍、
⑨と⑩は5.6倍、

用量作用関係の
測定不能 
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control 

11% 

22% 

33% 
11% 33% 

平均寿命 
＜寿命への影響＞ 
 

・オス 
ＧＭ：11％のみ短命 
ＧＭ+Ｒ：２２％のみ短命 
Ｒ：影響なし 
 

・メス 
ＧＭ：22と３３％で短命 
ＧＭ+Ｒ： 22と３３％でやや

短命・ＧＭ単独ほどの影響
なし・濃度作用関係なし 

Ｒ：すべての濃度で弱い影
響・濃度作用関係なし・死
亡の全例が安楽死（自然
腫瘍？） 
 
→ 1群10匹と少数で、統計

処理もないため、影響の有
無も濃度作用関係を判断
できない。 

22% 

死亡 
安楽死 

生存 
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＜腫瘍への影響＞ 
 

・オス 
ＧＭ：100日程度で11％で腫
瘍・濃度作用関係なし 
ＧＭ+Ｒ：100日程度で22％で
腫瘍・濃度作用関係なし 
Ｒ：ほとんど影響なし 
 

・メス 
ＧＭ：22と３３％で腫瘍 
ＧＭ+Ｒ： 22と３３％でやや腫

瘍多し・ＧＭ単独とほぼ同じ・
濃度作用関係なし 

Ｒ：すべての濃度で同程度の
弱い影響・濃度作用関係なし 
 
→ 1群10匹と少数で、統計処

理もないため、影響の有無も
濃度作用関係を判断できな
いが、影響があるようには見
えない。 

非退行性腫瘍 

小腫瘍 

転移腫瘍 
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• 2012年9月19日セラリーニらが論文を発表、グリホサート耐性トウモロコシNK603
とラウンドアップ除草剤を投与したラットの生涯にわたる慢性毒性試験で死亡率
の増加、乳がん、肝臓腎臓などの臓器における毒性所見が増加したと記者発表。 

• 大きな影響があると誤解させたのは乳腺腫瘍の写真。 
• 対照群でも多数の乳腺腫瘍が発生しているが、写真は示していない！ 

病理学的異常（10匹中、異常を示したラットの数） 

R ラウンドアップ処理 
R(A) ラウンドアップ 0.000000011％ 
R(B) ラウンドアップ 0.09% 
R(C) ラウンドアップ 0.5% 
 

（注：これまでに行われた毒性試験で、
NK603にもラウンドアップにも発がん性が
ないことが証明されている） 
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EFSA issues guiding principles for  
two-year whole food studies 

News Story 31 July 2013 
http://www.efsa.europa.eu/en/press/news/130731.htm 
 

EFSA has set out guiding principles that will help scientists carry out two-year 
whole food feeding studies to assess the risk of cancer and/or toxicity from the 
long-term consumption of such foods by humans. The report gives advice on 
how to design and conduct long term whole food feeding trials on rodents in 
line with internationally-recognised standards and identifies the limitations of 
these types of studies. In addition, the Authority highlights that a decision on 
whether these studies are needed should be taken on a case-by-case basis and 
only after all existing toxicological, nutritional and compositional data have 
been evaluated. Setting clear and specific objectives prior to launching a study 
is also crucial. EFSA said its guiding principles would contribute to the future 
establishment of protocols for two-year carcinogenicity and chronic toxicity 
feeding studies for both whole food and whole feed. 

Q: 「GM作物」を「ラット」に「２年間」投与する実験は必要か？ 
A: 現在行われている化学物質と遺伝子産物の毒性評価で十分 
・遺伝子産物は微量で、GM作物自体を投与しても毒性評価は困難 
・といって、GM作物を多量に与えると、飼料の栄養バランスが崩れる可能性大 
・現在の試験で懸念が起こったときにはCase-by-caseで実施を検討 

批判：GMの安全性試験に欠陥がある・長期の臨床試験がない！ 
    子供や孫に悪影響が出るかもしれない！ 
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ラットに観察される乳腺腫瘍：出現頻度 

残留農薬研究所でF344/DuCrlCrljラットを用いて実施した発がん試験（50雌/群）の背景データ 

動物の死亡率も乳腺腫瘍の発生率も 
GM作物の普及後に上昇した形跡はない 

残留農薬研究所 青山博昭 

GM作物が 
存在しない時代 

ほとんどの飼料が
GM作物の時代 

死亡率  
腺腫   腺がん       線維腺腫    11 
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論文はこの映画の宣伝が目的？ 
論文発表・記者会見：2012.9.19 
映画上映開始：2012.9.26 
論文撤回：2013.11.28 

***** 

論文撤回についての言及なし！ 
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不正がなかったという理由で 
査読なしで再出版 

・Ｎａｔｕｒｅも再出版を批判 
・無名の雑誌が一気に有名に！ 
 

残念ながら「科学の世界」にも「科学
より信念を尊重する」人たちがいる
ことが証明された！ 
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    科学の段階 
 

疑問 
↓ 
仮説 
↓ 
実験・結論   → 仮説の放棄 
↓ 
論文投稿・ピアレビュー（査読） 
論文掲載 
裏付けがある仮説 

↓ 
検証 → 裏付けの否定 
↓          仮説の放棄 
裏付けの強化 
不確実性の減少 

非科学は 
検証で発見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

未科学 

間違い科学 

正しい科学 
健全な科学 

再現不能 

ニセ科学 

改変・ねつ造 

根拠不十分 
単なる仮説 

このサイクルが 
何回まわったか？ 

非科学排除を 
支えるのは 
システムと 
科学者倫理 

犯罪行為 
利益相反 
の排除 




